
阿
含
経
典
中

に
散
在
す
る
器

世
間
関
係

の
資
料

整
理

(
三
)
(
牧
)

阿
含
経
典
中
に
散
在
す
る
器
世
間

関
係
の
資
料
整
理

(
三
)

牧

達

玄

今

回
は
四
河
説
五
河
説
を
巡

る
二
三

の
問
題
点
を
指
適

し
て
み
た
い
。

ま
ず

G
a
n
g
a
,
 
s
i
n
d
u
,
 
v
a
k
s
a

(
O
x
u
s
)
s
i
t
a(
T
a
r
i
m

)

の
諸

河
を
示
す

四
河
説

で
あ
る
が

こ
れ
は
世
界
構
造
論

の
中

に
あ

っ
て
、
須
弥
山
が

世
界

の
中

心
で
あ

る
と
す
る
世
界
観
を
更

に
象
徴
化
す

る
説

で
あ
り
、

四
方
位
、

四
川
、

四
河
、

四
献

と

い
う

一
連

の
意
識
下

で
取
り
扱
わ
れ

る
も

の
で
あ

る
。

こ
の
説
を
採
る

資
料
に
は
(
1
)
雑
阿

躍
不
放
逸
根
本
経
(
2
)
世
記
経

1
(
3
)
大
楼
炭
経

1
(
4
)
起
世

(
因

本
)

経
1
(
5
)
増

一
阿

34
1

1
(
6
)
薩
鉢
多
麻
哩
喩
捺
野
経
(
7
)

立
世
阿
毘
曇
論

9

・

10
(8)
西
蔵
訳
施
設
論
世
品

11
(
9
)
大
智
度
論

8
(
1
0

)
婆
沙
論

5
(
1
1

)
毘
婆
沙
論

2
(
1
2

)
倶

舎
論

11

(
旧

・
8
)
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ

に
対

し
G
a
n
g
a
,
 
Y
a
m
u
n
a
.
 
A
c
i

r
a
v
a
t
i
 
s
l
a
f
 
M
a
h
i

の
諸
河
を
示
す
五
河
説
は
四
河
説
と
は
異

り

構
造

上
の
産

物
で
は
な
く
、

ガ

ン
ジ

ス
河
を
中
心
と
し
た
そ

の
支
流

の
五
河
即
ち
現

実
的
経
験
事
実

に
基
付
く
五
河
を
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

こ
の
説
を
採
る
資

料

に
は
(
1
3

)
雑
阿
440
(
1
4

)
同

891
(
1
5

)
同
841

(
1
6

)
同
999

(
1
7

)
中
阿

2
-

7
(
1
8

)
同
2
-

8

(
1
9

)
同
8
-

4
(
2
0

)
同
9
-

6
(
2
1

)
四
分
律

36
(
2
2

)
法
慈
足
論

10
(
2
3

)
集
異
門
足
論

19
(
2
4

)
発
智
論

1
(
2
5

)

八
縫

度
論
1
(
2
6

)
婆
沙
論

5
(
2
7

)
毘
婆

沙
論

2
(
2
8

)
世
記
経

9
(
2
9

)
大
楼
炭
経

12
(
3
0

)

S
Z

5
6
-
5
3
・
5
4
(
3
1

)
同
4
5
-
9
1
-
1
0
2

(
3
2

)
A
N
 
V
I
I
-
6
2
(
3
3

)
M
i
l
i
n
d
a
c
a
n
4
-
(
1
)

-4

な
ど
が
あ
る
。

さ
て
、
現
在
ま

で
こ
れ
ら
両
説
は
相
対
立
す
る
説

で
あ
る
と
さ
れ
、

ま
た
そ

こ
に
部
派
意
識
の
問
題
を
含
め
法
蔵
部
↓
四
河
説
の
み
、
有
部
↓
五
河
説
の
み

(
1
)

を
採

る
と
す
る
意
見
も
あ
る
。

し
か
し
、

各
資
料
を
検
討

し
て
み
る

と
そ
の
よ

う
に
断
定

で
き
な

い
点
が
存
在
す
る
。

次
に
そ

の
諸
例
を
挙
げ
る
。

ま
ず
、

先

に
示

し
た
資
料

の
中

(
1
)
で
あ
る
が
、

こ
れ
は
有
部

に
属

す

る

と
さ

れ

な

が

ら

(
2
)

「
響
如
二
閻
浮
提

一
切
河
殉
四
大
河
為
二
第

一
幻
謂
恒
河
新
頭
搏
叉
司
陀
」
と
明

確

に
四
河

の
名
を
示
す
。

ま
た
、

六
足
論

の

一
で
あ
り
有
部

の
初
期

の
論
書

で

(
3
)

あ
る

(
8
)
西
蔵
訳
施
設
論
世
品

11
に

も
G
a
n
g
a
 
s
i
n
d
u
,
 
p
a
k
h
u

と

四

(
4
)

河

の
名
を
示
す
。

つ
ま
り
、

こ
れ
ら

の
例
か
ら
考
え
る
と
有
部
は
五
河
説

の
み

で
あ
り
四
河
説

を
知
り
得

な
か

っ
た
と
す

る
説
に
は

疑
問

が

生

じ

る

の

で
あ

る
。

ま
た
逆

に
、

四
河
説

の
み
を
採

る
と
さ
れ
て
来
た
長
阿
世
記
経
類
も
厳
密

に
資
料

を
読

む
と
五
河
の
名
称

を
記

す

こ

と

が
解

る
。

即

ち
(
2
8

)
↓
「

此
諸
大

水
恒

河

・
耶
婆
那

河

・
婆
羅

河

・
阿
夷
羅
婆
提

河

・
阿
摩

怯
河

・
辛
陀

河

・
故

(
4
)

舎

河
。
皆
悉
乾
蜴
無

一ワ
有
遺
余
一
。」

(
2
9

)
↓

「諸
有

二大

河
江
流
。

邪

遠

・
阿
夷

・

(
5
)

趣

・
摩
醗
。

和
叉

・
信
他
流
江
殉
皆
枯
尽
無

一7
有

余
也
ご

と
。
こ
の
記
事

を
見

る
限

り
、

四
河
説
↓
法
蔵
部
系

の
所
産

と
す

る
考

え
に
も
問
題

が
生
じ
る
。

こ

の
よ
う

に
四
河
説
五
河
説
を

そ
の
名
称

の
み
で
捉

え
、

そ
れ
を
部
派
意
識

の
下

に
置
く

こ
と
は
早
計

の
感
が
あ
る
。

た
だ
、

南
伝

上
座
系

の
資
料

に
は
五
河
説

の
み
が
説
か
れ
、

四
河
説
は
全
く
見

い
出

せ
な

い
か
ら
、

四
河
説

が
何
等

か
の

意
味

で
五
河
説
よ
り
新
し

い
説

で
あ
る

と
み

る
こ
と
は
可
能

で
あ

る
。
そ

し
て

そ
れ

は
、
南
伝
上
座
系

の
資
料
に
世
界
構
造
論

(
所
謂
須
弥
山
説
)
を
大
系
的

に
説
く
も

の
が
な

い
点
と
関
連
付
け

て
考
慮
す

べ
き
問
題

で
あ

ろ
う
。

と

こ
ろ

で
、
五
河
説
を
採
る
資
料
に
は
、

ま
た
次

の
よ
う
な
問
題
点
が
存
在

す
る
。

ま
ず
、

(
2
9

)
(
2
8

)

で
あ
る
が
、

確
か
に
そ
れ
ら

は
五
河

の
名
を
示
す
が
、

更

に
厳
密
に

い
う
と
、

そ
れ
は
辛

陀

(
信
他
)
l
s
i
n

故
舎

(
和

叉
)
v
a
l

の
二
河
を
含
め
た
七
河
で
あ
る

こ
と

が
知

ら

れ

る
。

(
ま

た

参
考

ま

で
に
(
3
3
)
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M
i
l
i
d
s
a
fにも
G
a
n
g
a以
下
s
a
f
l
s
aま
で
同
様
の
七
河
の
名
を

(
6
)

記
す
)
。
こ
の
よ
う
に

(
2
8
)

(
2
9
)

で
七

河
を
示
す

こ
と
は
、

次

の
二

つ
の

点

を
提
起

せ
し
め
る
。
即
ち
、

第

一
は
、

そ

れ
が

イ
ン
ド
古
来
の
説

で
あ

り
、

リ
グ
ベ
ー

ダ
等
で
述

べ
ら
れ
る
七
聖
河
説
を
想
起
さ

せ
る
点

で
あ
る
。

リ
グ
ベ
ー
ダ

で
説

(
7
)

か
れ
る
七
河
s
a
p
t
a
 
s
i
n
d
h
a
v
a

と
い
う
表
現
に

つ
い
て
、
現
在

ま
で
の
研
究

(
8
)

で
は
、
そ
れ
は
J
a
l
a
,
 
c
h
e
n
d
 
R
a
v
i
 
B
e
a
s
 
s
a
t
l
a
j
 

の
所
謂

パ

ン
ジ

ヤ

ブ

の
五
河
と
 
s
i
n
d
u
,
 
s
l
a
f
 

(
o
r
 
v
s
a
l
 
o
s
f

)

の
計

七

河

が
当

た

る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今

こ
の
説
と
先

の
(
2
8
)

(
2
9
)

の
説
を
照
合

し
て
み
る
と
前

半

の
五
河

の
名
称

が
そ

っ
く

り
入
れ
替

っ
て
い
る

こ
と
が
解
る
。

即
ち
、
仏
教

の
場
合
に
は
パ

ン
ジ
ヤ
ブ

の
五
河

で
は
な
く
五
河
説

の
五
河
、

つ
ま
り
先
に
示

し
た
ガ

ン
ジ

ス
河
を
中

心
と
す
る
そ

の
流
域

の
五
河
を
意
識
的
に
示
し
た
説

で

あ
る

こ
と
が
解

る
。

こ
の
意
味

で
仏
教

の
説
く
五
河
説
は
七
河
説

と
の
関

係
に

お

い
て
捉

え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、

同
様
の
立
場

か
ら
注

目
す

べ
き
資
料

に
(
1
3
)

(
1
4
)

の
二
経
が
あ
る
。

こ
れ
ら
両
経
は
共
に
五
大

河
と

い
う

表
現
を
用
い
ず
、

次

の
よ
う

に
記

す
。

即
ち

「
如
レ
是

・
薩
羅
多
託
迦

・
恒

伽
・

(
9
)

耶
符

那

・
薩
羅
遊

・
伊
羅
蹟
提

・
摩
醜
。
」

と
実
際
に
は
六
河
の
名

を

示
す

の

(
1
0)

で
あ
る
。

こ
の
中
、

薩
羅
多
託
迦

に

つ
い
て
、
大

正
蔵

の
下
註

で
は
、
P
.
 
T
.
 
S

本
に
見

ら
れ
る
s
e
y
y
a
t
h
a
i
(
そ
れ
は

こ
の
如
し
)

と
い
う
語

の
音

訳
と

み
て
い
る
が
、

(
1
3
)

(
1
4
)

共
そ

の
前

に
、
如
レ
是

と
あ
る
か
ら
そ
の
解
釈

は
問
題

と

な

ら
な

い
。
赤
沼
博

士
は

『
印
度
仏
教
固
有
名
詞
辞
典
』

の
中

で
、

こ
れ
を

二

(
1
1
)

河
の
名
称

と
見
倣

し
て
お
ら
れ

る
が
残
念

な

こ
と
に
詳

し
い
説
明
が

な
い
。

そ

こ
で
、
も
し

こ
の
語

が
先
に
示

し
た
s
a
a
a
f
l
sを
音

訳
し
た
も

の
で
あ

る
と

解

せ
れ
ば
、

(
2
8
)

(
2
9
)

の
先
駆

前
な
も

の
と
し
て
非
常

に
興
味

の
あ

る
資
料

と
い
え

る
。第

二
の
点
は
、

(
2
8
)

(
2
9
)

で
七
河
を
述

べ
る
個
所

が
、

三
災

品
、
即

ち
世
界

の
成

敗

に
関
す

る
内
容
を
持

つ
も

の
で
あ
る
点

で
あ
る
。

と

い
う

の
は
、

こ
れ

に
相

当
す

る
と
み
ら
れ
る
他

の
資
料
に

は
次

の
如
き
重
要
な
相
違
点
を
見

い
出

し
得

る
か
ら

で
あ

る
。
例
え
ば

(
1
8
)

(
2
1
)

(
3
2
)

は

五
河
説

を

出

し
、

(
5
)
(
6
)
(
7
)
(
8
)
は

四
河
説

を
、

そ
れ
に
(
2
8
)

(
2
9
)

(参

考

(
3
3
)

)
は
七
河
説
を
採
る
。

こ
の
よ
う
に
同
内
容
を
説

く
資
料

が
夫

々
異

っ
た
見
解
を
示
す
点
は
、

先
に
示

し
た
部
派
意
識

の
問
題

と

同
時

に
各
資
料
が
編
纂
さ
れ
た
地
域
的
要
素
を
充
分

に
考
慮
す

べ
き

で
あ

る
問

題

と
思

わ
れ
る
。
特

に
(
2
8
)

(
2
9
)

が
、

世
界
構
造
論
を
展
開
す

る
個
所

で
は
四
河
説

を
採

る
に
も
拘
ら
ず
、

世
界

の
成
敗
を
論

じ
る
部
分

で
七
河
説
を
示
す
点

は
、

仏
教
徒

が
ガ

ン
ジ

ス
流
域
だ
け

で
な

く
S
s
a
f
s
a
や
v
a
l
s

(
O
x
u
s
)
を

再

度
そ
の
意
識

の
中

に
止
め
ね
ば
な
ら
な
か

っ
た
範
囲

(
例
え
ば

カ
シ
ミ
ー

ル

や

ガ

ン
ダ

ー
ラ
)

に
ま

で
仏
教
が
伝
播

し
た
後

の
産
物

と
考

え

ね

ば

な

ら

な

い
。

ま
た
、

こ
の
問
題
を
考
え
る

場
合
、

四
河
五
河

の
両
説

を

示

す

(
1
0

)
(
1
1

)
が

(
1
2
)

「
五
河
説

は
東
方

の
説

で
あ
る
」

と
す
る
見
解
を
見
落

し
て
は
な
ら
な

い
で
あ

ろ
う
。
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.
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